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Mpcとは・・・ Mpc（メガパーセク）は、天文学で使う距離の単位です。Mはメガと読み、100万倍を表します。pcはパーセクと読み、1pcは3.26光年です。つまり、1Mpc

は326万光年という途方もない距離で、遠い銀河や宇宙の構造を測る物差しなのです。私たち「みさと天文台」は、Mpcのような大きな視野でがんばって
いきたいという気持ちをこめてネーミングしました。また、Mは「みさと」の頭文字、pcは会報を表すproceedingsの意味も当てはめました。
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11メガパーセク

はるか彼方の彗星がモニターに

話題のほうき星ヘール・ボップ彗星をとらえる！

　左の写真は彗星撮影が観望会にた
またま重なったときの写真です。こ
の日は曇りで彗星は見えませんでし
た。そこで、スーパーハープ管カメ
ラを通してこと座のリング星雲M57
を見ました。M57の特有の緑色のリ
ングがブラウン管にうかびあがった
時にはすばらしい映像に皆さん息を
のんでいました。

スーパーパープ管のM57

　９月26日にNHKのスーパーハー
プカメラを使って、ヘール・ボップ
彗星の撮影に成功しました。
　ヘール・ボップ彗星はMpc９月号
でも紹介しましたが、今年の夏に発
見された彗星です。この彗星はうま
くいくと地球に接近する1997年春
には皆さんの目で見える今世紀最大
の彗星になることが予想されていま
す。カメラでとらえた彗星はしっぽ
は見えませんでしたが、ほうき星特
有のぼーっとしたようすが映ってい
ました。
　また、スーパーハープカメラとは
NHKの超高感度カラービデオカメ
ラです。普通のビデオカメラでは映
らない弱い光も撮影することができ
ます。
　この撮影したヘール・ボップ彗星
の映像は27日のNHKの全国ニュー
スで放映されました。皆さんの中に

はご覧になった方もいらっしゃるで
しょう。
　実はこの彗星の映像を撮影するに
は計画から１ヶ月以上もかかりまし
た。スーパーハープカメラを望遠鏡
に取り付ける部品を製作したり、カ
メラを取り替えたり、何度も何度も
チャレンジしました。それだけに、
撮影に成功したとき、天文台職員も
NHKの撮影スタッフも感激はひとし
おでした。

連載 インターネットの宇宙
個人から世界へ情報発信！

ヒデノリさんのホームページ 今月は、どこを紹介しようか・・・
とインターネット上をさまよってい
ると、「ヒデノリのホームページ」
という個人！のホームページにたど
りつきました（左）。大きく、核実
験反対！なんてありますが、そこに
趣味と思われる天文と野鳥のコー
ナーがあります。英語で書かれてい
るといういうことは世界の人々への
発信です。どんな人だろうと思い
メールを出すと、伊丹にお住まいの
三井英伯さんという方でした。

その天文のコーナーには、「今夜の

夜空」がすぐに見る
ことができる便利な
ページがありました
（右）。これは、い
いですね。Ｓ研究員
の星座早見盤教室も
不要です（？）こん
な便利な情報を個人
が世界に向けて発信
してる。新しい時代
の到来を感じさせる
ホームページです。
美里町の皆さんが世
界に向けて情報発信
する日もそう遠くで
はありませんよ。
（尾久土正己）いつでも見られる今夜の星空



連載 美里から宇宙へ
名誉台長　佐藤文隆

　太陽の表面は大変な高温で、
6000度もあります。これはあらゆ
る岩石、金属などがすべて蒸発し
て気体になってしまう温度です。
この点が固体が熔けない温度にあ
る惑星と非常に違うところです。
ここでの温度は絶対温度というも
ので、摂氏０度が273度です。

　気体や液体のかたまりは普通は
容器にそってどんな形にもなりま
す。しかし中には容器がなくてか
たまりになっているものもありま
す。そうたくさんは思い浮かびま
せんが雨粒、液状の水銀、溶解し
た金属、などです。これらが球に
近いかたまりになるのは表面張力

のためです。それに対して太陽を丸
く形作っている力は重力のためで
す。地上では表面張力で丸くなるの
を邪魔してるのが重力です。例えば
雨粒は下の方が膨れたしもぶくれで
す。まん丸いベアリングの玉を作る
には無重力で金属を冷ます必要があ
るなどと聞いたことがあります。

　では太陽では、あるいは一般に星
では、重力が何故丸いものを作るの
でしょう。地上との差は何でしょ
う。違いは重力をつくる源が自分自
身のものによることです。太陽をつ
くる気体は自分自身の重力でかたま
りを作っているのです。難しくいう
と自己重力のシステムだということ
です。地上の気体は地球の物体が作
る重力を受けているわけですから自
己重力ではありません。いま自己の
重力のみを受けている気体のかたま

りを考えてみます。外側の気体は中
心部の気体の重力を受けて中心部に
向かって落ちていきます。一方、落
度が増え、それともう一つ重要なの
は温度が高くなることです。なぜな
ら落下しているとは運動のエネル
ギーを持っていることで、それが停
止してたまったのだからこの運動エ
ネルギーが熱に変わったのです。こ
うして中心部は高温高圧の星になる
のです。太陽の中心部の温度は一千
万度もの高温だと考えられていま
す。力は中心を向き、それでどの方
向も対等ですから、気体は球状に集
まっていることになるのです。

　外からは見えもしないのに太陽中
心の温度が何故わかるのでしょう。
これについては次回に考えます。

　形の話しに戻すと、星は気体のか

たまりですから、表面というものが
それ程くっきりしたものではありま
せん。表面から外は完全に真空とい
うわけではありません。太陽ではあ
の丸い形の外側にコロナとよばれる
密度の低い高温の気体の領域がつい
ていますし、コロナの温度は百万度
にもなります。日食で太陽本体の光
がかくされた時には、微かに光るコ
ロナを観測できます。普通の状態で
は本体からのまぶしい光に邪魔され
て分からないのです。そしてこのコ
ロナからは気体が外側に流れ出てい
ることも分かっています。これは太
陽風といいます。地球もこの太陽風
で流れ出た気体に当たっています。
太陽からは光以外にこうして太陽の
物質も地球にやってくるのです。そ
れがオーロラなどとも関係がありま
す。

　「“すばる”は見つかったけど星
の固まりだなんてわからない。望遠
鏡で見たらよくわかるんじゃないか
な？」なるほど。確かに望遠鏡で見
ると“すばる”が星の集まりという
ことはわかります。しかし、“すば

（さとうふみたか：京都大学教授）

秋から冬にかけての星空

　いよいよ寒い季節となってきまし
た。この時分になると谷村新司の
『昴』が頭の中に聴こえてくるんで
すねぇ。そう、“すばる”が夜空に
登場する季節になったからです。
“すばる”は肉眼でも十分見つける
ことのできる天体です。「一度も見
たことがないがわかるか？」ですっ
て？心配ご無用！何てったって、み
なさんは先月までに星座早見盤が自
由に使えるようになっているはずで
すもの！
　“すばる”はおうし座の中にあ
り、ペルセウス座の南側に位置しま
す。ほーら、見つかったでしょ？ そ
う、ぼーっとシミみたいになってる
のがそうです（図1）。よーく見る
といくつもの星の固まりなのがわか
るのではないでしょうか？え？まだ
みつけられない？ほらほら、MPC
の9,10月号を読み直して再トライ！

連載 はじめての天体観測
第４回「双眼鏡を使おう(1)」

図１.すばる (M45)

双眼鏡で見える星空

る”は望遠鏡で見るには大きすぎて
一部しか見えません。“すばる”の
様に大きすぎて望遠鏡に不向きな天
体には双眼鏡！小さい天体を大きく
見るのは望遠鏡が得意ですが、大き
な天体、広い範囲を見るなら、双眼
鏡の出番です。

双眼鏡のしくみ

　双眼鏡は望遠鏡とは違い両目での
ぞくため、近い物ならば立体的に見
ることができます。天体のように遠
い物は残念ながら立体には見えませ
ん。でも、両目で見るというのは自
然な形ですので目が疲れず、リラッ
クスして天体観測ができます。ま
た、天体望遠鏡と違い、見た目その
ままの景色が見えるます（天体望遠
鏡の場合、普通に使うと上下・左右
がひっくり返ります）。
　双眼鏡の先にはレンズがついてい
ますよね。これが人間の瞳のかわり
をします。この２枚のレンズのとら
えた光が目の瞳に入ってきて正立で
像を結ぶように（上下左右でひっく
り返ったりせず、見た目のままで物
が見えるように）、のぞくところに
もレンズが、また、中にはプリズム
が入っているなど、複雑な仕組みに
なっています（図2）。

双眼鏡は天体望遠鏡とは違い、最初
から倍率が決まってます（中には
ズーム機能のついた物もあります
が）。ですから、双眼鏡を買うとき
にはあらかじめ用途を絞っておく必
要があります。今回は「はじめての
天体観測」ですから、天体観測用と
いうことになります。
　双眼鏡を選ぶときにでてくる数字
にレンズの口径、倍率があります。

天体観測のための双眼鏡選び

図２.双眼鏡の構造

まず倍率ですが、20～30倍以上の
物になると小型望遠鏡に匹敵する倍
率になり、“広い範囲を見れる”と
いう双眼鏡の特性から離れていきま
す。また、扱いも格段に難しくなり
ます。オススメはバードウォッチン
グなどでも十分に使える7～10倍程
度です。
　次に口径ですが、光を多く集める
ということを考えれば、大きければ

大きいほどいいということになりま
すが、大きくなればなるほど重くな
り（逆に財布は軽くなり）扱いにく
くなります。また、口径が大きくな
るとどうしても倍率も高くなってき
ます。はじめての方なら口径5cm前
後がいいかもしれませんね。
　さて、来月はいよいよ双眼鏡を
使ってみましょう。

（文・絵　坂元誠）



みさと天文台通信

連載  今月の星空

第３回天文教室

　今月の天文教室だけ日程を変更し
て、第３日曜日にします。今月は最
先端の研究者を講師に迎えて特別講
演です。

夜の特別観望会へ残られる方は夕食
（弁当）を持参して下さい。

昼間の施設の見学について

休館 毎週月曜日・毎月第一火曜日
開館時間 午前９時～午後６時
研究員による105cm望遠鏡の案内　
13:30、15:00、16:30の３回
なお、11/10(金)～12(日)は職員研修
のため、臨時休館致します。

開始時刻　19:15, 20:00, 20:45の３
回（途中参加はご遠慮下さい）
参加費　一般200円,小中高100円

主な観望天体
11/２(木)～５(日)；月・土星
11/９(木);土星・月
11/16(木)～19(日);土星・M31
11/23(木)～26(日);土星・M45
11/30(木)～12/3(日);月・土星

　今月の一番星は金星です。10月よ
りはたんだん高度が上がり、月末こ
ろにはずいぶん見やすくなります。
でも、西の空が低いところまで見え
ないと、見つけるにはまだまだ苦労
しそうです。西の空低くが見えない
ところでは、頭の上に光っている夏
の星、織り姫星、こと座のベガが一
番星かな？
　今月は土星の輪が消えます。そし
て、活発になりそうな「しし座」流
星群の極大もあります。東には冬の
星座も見えてきました。

　19日（日）に土星の輪が消えま
す。この輪の消える現象は今年の５
月22日、８月11日についで、今年

３回目です。あと来年２月12日に４
回目がありますが夕方すぐに沈んで
しまいます。
　今回の土星の輪はなぜ見えなくな
るのでしょうか？図２を見て下さ
い。今回の輪の消失では、土星の輪
は太陽から見て真横になり、太陽は
土星の輪を真横に照らします。する
と、輪の面の部分には光が当たらな
いので、輪が真っ暗になり見えなく
なります（地球が(3)、土星が(c)の
位置）。１、２、４回目の消失の時
（(1),(2),(4)）には、地球が土星の
輪を真横から見る位置にあるので、
輪が見えなくなります。
　３回目の消失前の土星は輪が線に
見えて（串刺し団子と言っています
が）います。今回の消失後は太陽に
照らされている輪を裏側から見るこ
とになります。どのように、見える

（田中英明）

図２. 太陽と地球と土星の位置関係
　地球からのびている黒矢印はそのとき土星が見えている方向。
　地球、土星の軌道の灰色矢印は公転方向。

図１.　今月上旬午後９時頃、下旬８時頃の星空
　　　（）で囲まれている文字は星の名前です。

日時　11月19日（日）
　午後２時～　講演会
　　近田義弘氏
　　　　　（国立天文台教授）
　　　「電波でみる宇宙」
　　　　　（定員なし）
　午後３時～午後４時30分
　　　工作教室
　 「電波望遠鏡を作ろう！
　　　　～手作りのアンテナ
　　　　　で衛星放送がキャッ
　　　　　チできる！」
　　　参加無料（電話受付、
　　　　定員30名まで）

　観望会の内容は、当日の天候、参
加者数などで臨機応変に変わります
ので、あらかじめ御了承下さい。ま
た、観望時間も参加者数に大きく影
響されます（土曜日の夜は混雑が予
想されます）。

観望可能日　毎週木・金・土・日
の晴れた夜(中止決定は当日午後６時）
なお、11/10(金)～12(日)は職員研修
のため、臨時休館致します。

観望会の予定（12/3）まで
　11月19日(日)の「土星の輪の消失
現象」には、特別プログラムで対応
します。当日はNHKの協力でスー
パーハープ管カメラ（巻頭記事参
照）を通して、この世紀の現象を見
ていただきます。これを見逃すとあ
と45年は見えません。
　特別観望会の時間はふつうの観望
会の時間と全く同じです。

土星の輪消失特別観望会

３回目の輪の消失 のか...、今から楽しみです。
　また、みさと天文台ではこの土星
の輪の消失する19日に特別観望会し
ます。詳しいことは下の記事をごら
んください。

く、流れた後にぼーっと光る痕を残
すものが多いことです。極大が18日
13時頃予想されているので、18日
の明け方に多くなることが予想され
ます。月もそれほど明るくないの
で、流星観測には適しているようで
す。
　願い事をするのは難しそうです
が、しっかり防寒の準備をして、流
星見物をしてみてはどうですか？

　17日（金）晩から18日（土）朝
にかけて、しし座流星群が極大にな
ります。この流星群は1833年にア
メリカでは雨が降るよりよりたくさ
ん見えたという記録が残っていま
す。また、1966年にも数十万個の
見えたという記録があります。この
ようにたくさん流星が見えることを
流星雨と読んでいます。この流星群
は33年周期でたくさん見えます。こ
の流星のもとはテンペル・タットル
彗星といわれる周期33年の彗星で
す。この彗星が1998年に回帰が予
想されています。これより、
1998、1999年に流星の大出現が期
待されます。
　しし座流星群の特徴は速度が早

何個見えるか？しし座流星群

日　天象
3/4 　おうし座流星群が極大
７　  満月
８　  立冬
15　  下弦
17/18 しし座流星群が極大
19　  土星の輪の消失
23　  新月
　　  小雪
29　  上弦

編集後記

　ちょっと前まで、半袖で汗をかき
ながら観望会をしていたと思ってま
したが、夜も冷え込むようになり、
上着がてばなせません。冷え込むせ
いか（疲労ぎみという話もあります
が）、天文台では風邪がはやってい
ます。皆さまのところではいかがで
しょうか？お体を大事にしてくださ
い。
　皆さまのお便りをお待ちしていま
す。Mpcの感想、天文台で望遠鏡を
のぞいたときの気持ち、星にまつわ
る思い出などなどお便りください。
Mpcで読者のコーナーを作ろうと
思っていますが、肝心のお便りがな
くて。
　今回は町政４０周年記念でいつも
よりも数日早い編集となりました。
初めて編集をしましたが、自分の原
稿ができるのが一番遅かったので、
さらに忙しくなりました。この次の
仕事は....。　　　　　　　　(HT)



Mpc　1995年11月No.4

連載 今月の宇宙人
セーラー戦士登場？　　　

連載  星ものがたり
 ペガスス座

　8日は立冬、さわやかだったはず
の秋風にも冷たさを感じられるよう
になり、又、山々の木々も色づきは
じめ、季節はいつしか晩秋へ・・・
冬の訪れも間近かですね。
　陽が沈んだかと思うと、あっとい
う間に星空が広がり、天頂でがん
ばっているペガスス（ペガサスとも
いう）や土星の姿がみられます。
　南の空を見上げると二等星でつく
る大きな四辺形が目につきます。そ
れがペガススの四辺形です。
　四辺形は馬の胴体にあたり、南西
角の星から南西へ向かって首が伸
び、北西角の星から西に向かって前
脚が伸びています。つまり馬は、さ
かさまに天を走っている姿になって
いるのです。
　さてギリシャ神話では、ペガスス
の誕生について、天をかけめぐる美
しい馬に反してちょっと血生臭い話
が伝えられています。
　勇者ペルセウスが女怪メドゥーサ
の首を切ったとき、ほとばしり出た
真っ赤な血が岩の割れ目にしみ入
り、そこから真っ白な一頭の馬が飛
び出してきました。背中に翼を持

の部品を渡され組立開始！厚紙を
切って、糊付けして、色を塗ってさ
あ出来上がり！！（こんなに簡単に
はいかなかったのですが・・・）今
日の夜の星座の位置は、えーと、あ
れ？？おかしいぞ！そこに研究員か
ら悲しいお知らせ。「すみません。
日付と星座の位置が間違ってまし
た。ごめんなさい。」「えーう
そー。」せっかく作った星座早見盤
が役に立たない。でも自分で作った
星座早見盤です。気を取り直してと
りあえず１枚、パシャッ！それがこ
の写真です。笑顔で笑ってくれた景
子ちゃん、知世ちゃん、早紀ちゃ
ん、そしてその他の参加者のみなさ

　さあ、今月は先月に引き続きち
びっ子３人組です。
　今回は女の子３人組。小阪景子
ちゃん（８歳）、小阪知世ちゃん
（６歳）、森田早紀ちゃん（６歳）
です。去る10月８日に行われた第
２回天文教室でのひとこま。この日
の天文教室は、星座早見盤の工作で
す。あいにくこの日は、朝から雨が
降っていてうっとうしい天気だった
のですが、たくさんの方が参加して
くれました。その中で元気のよかっ
たこの３人をスクープ。さあ、工作

ごってオリンポスの神々から見放さ
れましたが、それにもこりず天馬を
とばせて、天に昇ろうとしました。
そこで大神は、あぶを放って天馬を
刺させたので天馬は驚いて、ベレロ
フォーンを振り落としそのまま空に
かけ上り、この星座に加えられたと
されています。

　これからの季節は、空も澄みわた
り、天をかけめぐる美しい馬もきれ
いに見えることでしょう。
　一枚上着を多く着て、星空の散歩
を楽しんでみてはいかがでしょう。

に、次回も参加してくださいね。ごん、本当にごめんなさい。正しい星
座早見盤をつくってお送りしますか
ら許してくださ～い。これに懲りず

（東浦功三）

（文：山本雅世、絵：坂元誠）

えんと火を吐く恐ろし
いけだもので、その火
炎で森や畑、村々まで
をも焼き払うのでし
た。キメーラ退治に
は、天馬ペガススに
乗っていけと予言者に
言われ、その通り天馬
は、銀色の翼を広げて
空から舞い降りまし
た。そしてベレロ
フォーンを背に乗せ、
キメーラの住む谷間へ
と運んでいきました。
　ベレロフォーンは、
十本の矢でようやく怪
物を倒し、ししの首と
うわばみの尾を切り取
り、再び天馬に乗って
帰っていきました。そ
の後、ベレロフォーン
は、自分の武勇にお

ち、怒ると口から火を吐く荒々しい
気性の天馬ペガススでした。
　ある時のこと、国の災いとなって
いる怪物キメーラを退治する勇者を
求める話が持ち上がり、コリントの
王子ベレロフォーンの耳にも入って
きました。キメーラは首がしし、胴
は山羊、尾はうわばみで口からえん

連載「星の動物園」
超新星残骸M1（おうし座）

おうしの長い角の先に、望遠鏡でも
かすかにしか見えない、ぼーっとし
た星雲があります。見ようによって
は、「かに」に見えることから「か
に星雲」と呼ばれています。ですか
ら、よく間違って、「かに座のかに
星雲」という人がいます。

実は、この星雲はただものではない
のです。1967年に、不思議な電波を
出す天体が発見されました。なん
と、１秒間に30回も自転している天

体からの電波だったのです（地球
は、１回まわるのに１日ですよ
ね）。このような猛烈な天体を「パ
ルサー」と呼んでいますが、この名
前は天体としてよりも車の名前で有
名ですね。このパルサーの場所が、
かに星雲の中心にあることがわかっ
たのです。また、この星雲をよく調
べてみると１秒間に1000km以上と
いう信じられない速さで膨らんでい
るのです。ということは、逆にさか
のぼれば・・・

藤原定家といえば、歴史の教科書に

も出てくる有名な歌人です。彼の日
記「明月記」の中に、「1054年
に、おうし座に木星のような明るい
見慣れない星（客星）があった」と
いう記述がありました。同様の記録
は中国にも残っています（不思議な
ことに西洋にはありません）。先ほ
どの膨らむ速さを逆に計算すれば、
ちょうど1054年ごろに一点に集ま
るのです。そうです、定家の見た客
星は大きな星の最期の爆発現象であ
る「超新星」であり、パルサーは、
そこに残された中心星、星雲は残骸
だったのです。宇宙は、生きている
んですね。　　　　（尾久土正己）

おうし座の「かに星雲」

車の名前の由来

藤原定家の見た客星


